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ペットの歯周病
早期発見・予防サービス

第135回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　犬や猫などのペットも歯周病になることをご存じでしょうか。歯周
病は人獣共通の感染症であり、１歳以上の犬は９割、２歳以上の猫は
８割が罹患しているといわれています。放置すると重症化する可能性
があり、飼い主が気づかないまま症状が進んでしまうことも少なくあ
りません。進行した歯周病は、顎の骨折や膿、口腔がんなどの原因に
なりますし、心臓病・肝不全・腎臓病になるリスクが高まります。そ
のため早期に発見し、適切な処置をすることが必要ですが、歯茎の見
えない部分で進行していくケースも多々あります。この課題を解決す
るため、私はペットの歯周病を早期に発見する検査キットの開発と、
予防サービスの仕組みづくりに取り組んでいます。
　昔から自宅でペットを飼っていたり、大学時代に保護犬・猫のボラ
ンティア活動をしていたりと、私にとって動物は身近な存在です。大
好きな彼らの困りごとをビジネスで解決したいという想いから、本事
業への挑戦を決めました。歯周病の早期発見と予防によって、動物た
ちの健康と幸せに貢献していきます。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　私は大学から修士まで、生体指標の探索研究を専門
にしていました。糖尿病の方や、その予備軍の血液中
の成分を分析し、バイオマーカー（生体指標）によっ
て疾患の進行を予測する研究です。新規事業を画策し
ていた私は、このときの知識とノウハウを応用し、ペッ
トの健康に貢献できる事業ができるのではないかと考
えていました。そこで、飼い主さんたちへのヒアリン
グを開始しました。まずは現代のペットが抱えている
課題を知ろうと思ったのです。
　その中で、「歯磨きがやりづらい」「ペットの口臭が
気になる」といったデンタルケアの問題を知りました。
同じころ、私がこの事業を立ち上げる一番のきっかけ
となった衝撃的な出来事がありました。私の友人が
飼っていた犬が、重度の歯周病から口腔がんになり、
亡くなってしまったというのです。そこで初めて「犬
や猫も歯周病になる」こと、そして「重度の場合は命
にも関わる」ことを知りました。調査を進めてみると、
ペットの歯周病は気づきにくいこと、処置が遅れるた
めにどんどん進行してしまうという流れがあることも
分かりました。
　この課題を解決するために、私の専門だったバイオ
マーカーが使えるのではないかと思いつきました。
ペットの唾液中の成分を分析し、簡単に歯周病の進行
度を測れるような検査キットを作る。それができれば、
重篤な病気になるリスクを減らすことができるかもし
れません。こうして、大好きな動物の健康に貢献した
いという想いと自身のバックグラウンドがつながり、
早期発見と予防サービスの提供というアイデアに至り
ました。
　

■ サービスの特徴
　いま事業化に向けて取り組んでいるのが、日常のお
世話の中で簡単に歯周病のリスクチェックができる検
査キットの開発と、予防ケアサービスの仕組みづくり
です。動物病院向けに販売されている歯周病の検査
キットはありますが、獣医師が使うものなので一般の
飼い主には扱いが難しいという課題があります。その
点、私たちが開発中のキットは誰でも簡単に使えると
ころに最大の強みがあると考えています。実際、何人
かの飼い主さんにデモ製品を使っていただきましたが、
「かなり使いやすい」という感想をいただけました。
　また、リスクチェックに合わせて、デンタルケアグッ
ズの提案や獣医師によるオンライン歯磨き教室、サプ
リメントの提供といった予防サービスの提供も行って
いきます。歯周病のリスクは承知しているものの「ど
んなケアを行えばいいのか分からない」という飼い主
さんも多くいます。それぞれのペットのタイプや症状
に合わせた予防サービスの提案を行っているサービス
は市場にありませんので、唯一無二の価値を提供でき
ると思っています。

■ 現状の課題
　リスクチェックの検査キットはまだ開発中ですが、
人間の歯周病リスクの検査キットは商品化されていま
すので、実現は遠くありません。一方、課題と感じて
いるのは、どれくらいの飼い主が「欲しいと」実感し、
実際に利用してくれるかの見通しがはっきりしないと
ころです。本事業はあくまで予防サービスが主軸なの

で、必要に迫られて利用するものではありません。歯
周病ケアの重要性を感じている飼い主さんが一定数い
ることは分かっていますが、市場規模は未知数です。
今後、本事業をビジネスとして成り立たせていくため
には、飼い主への予防啓発や意識づけも必要になって
くるだろうと感じています。
　また、どれだけペットに合ったケアを提供できるか、
使い続けてもらえる予防サービスの仕組みを作れるか
ということも、ポイントになってくるでしょう。すで
にペットの歯周病に悩まされている方や、手術を受け
たのでもう再発させたくないと思っている飼い主さん
は数多くいるはずですので、歯周病の怖さを知る飼い
主さんをコアターゲットに定めて、サービスを広げて
いけたらと考えています。
　　

■ 今後の展開
　今後は動物病院やペットグッズのメーカーと協業し、
飼い主さんに対する予防啓発や意識づけを一緒にやっ
ていけたらと考えています。また、検査キットの開発
が完了したタイミングで法人化し、営業力の強化など
組織づくりにも取り組んでいきます。
　そして、いずれこの事業を軌道に乗せることができ
たら、将来的には家畜や競走馬など、ペット以外の動
物たちの健康寿命を伸ばせるような領域にも展開した
いという目標もあります。家畜などの分野もさまざま
な課題を抱えていますし、歯周病だけでなく、ほかの
疾患にも生体指標をベースにした検査を展開できるか
もしれません。
　その先には、海外進出も視野に入れています。例えば、
アメリカには１億頭を超えるペットがいるといわれて
おり、日本国内とは比較にならないほどの市場が広
がっています。海外のニーズをつかむことができれば、
かなり大きなビジネスになる可能性があります。
　　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　受賞後にどういった特典や支援があるかを把握しな
いまま応募したので、とても手厚いサポートをいただ
けたことに驚いています。特に、弁理士の方に６カ月
のあいだ無料で知財の相談ができる特典はありがたく、
いま最も活用しております。また、受賞後はたくさん
の方からお祝いのコメントをいただくことができまし
た。
　私がいただいたのはアイデアの段階で受賞できる
「アイデアシーズ賞」ですが、同時に受賞された方の
中には、すでに事業をスタートしているベンチャー企
業の経営者もいらっしゃり、つながりや交流が生まれ
たことも嬉しかったです。私たちの一歩先を行ってい
る先輩方から「こうしてみたら？」といったアドバイ
スをいただけるようになり、事業化に向けての考え方
がさらに広がりました。かわさき起業家オーディショ
ンは個人でも応募できますので、アイデアをお持ちの
方はぜひチャレンジしていただければと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
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「アイデアシーズ賞」ですが、同時に受賞された方の
中には、すでに事業をスタートしているベンチャー企
業の経営者もいらっしゃり、つながりや交流が生まれ
たことも嬉しかったです。私たちの一歩先を行ってい
る先輩方から「こうしてみたら？」といったアドバイ
スをいただけるようになり、事業化に向けての考え方
がさらに広がりました。かわさき起業家オーディショ
ンは個人でも応募できますので、アイデアをお持ちの
方はぜひチャレンジしていただければと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、




